
 

 

 

 

 

 

 

逆打ち観測  

 
簡単な入力例の流れに従って逆打ち観測を 

おこないます。 

逆打ち観測の操作を、具体的な数値を入力 

しながら解説していきます。 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 
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入力例の説明 

逆打ち観測の操作を、具体的な数値を入力しながら解説していきます。 
 

1 
入力例では、下記の流れに従って逆打ち観測を行います。 

この入力例では TS との接続条件を「デモ用」に設定して観測値を手入力します。 

本来は、X－FＩＥＬD に TS を接続して観測をおこなうと、観測値を自動で取り込みます。 
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入力例の流れ 
 

・ＳＩＭＡデータファイルを読み込む 

既知点座標の入力 
 

CAD画面では、 器械点は▲（大） 、後視

点は■（大）、 打設点は●（小）で表示され

ます。 

器械点と後視点は点線で結ばれます。 

観測対象の測点は●（大）で表示されます。 

器械点と観測対象の測点は実線で結ばれ

ます。 

・器械点、後視点を設定する 
・補正条件を設定する 
・打設点をＣＡＤ画面から選択する 
・打設点を絞り込む 
・打設点を並べ替える 
・打設する 
 
 

逆打ち観測 
 

・作業データを保存する 

作業データの保存 
 

1 



  

既知点座標の入力 

器械点と後視点、打設点で使用する座標を、SIMAデータファイルから読み込みます。 
 

2 
器械点と後視点、打設点で使用する座標を読み込みます。 

本書では、サンプルの SIMA データファイル「逆打ち観測サンプルＳＩＭＡ.sim」を使用します。 
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ＳＩＭＡデータファイルを読み込む 
 

［観測パネル］をタップします。 1 
 

1 

2 

3 

［座標］を左へフリックして、 

［座標地番SIMA読込み］を 

選択します。 

4 

［現況］をタップします。 2
 

 ［逆打ち］をタップします。 3 

4
3 

2 



   

 

ファイル「逆打ち観測サンプル 

ＳＩＭＡ.sim」をタップします。 
 

5
 

 

5
3 

6 

［開く］をタップします。 6

 
 

インストール時にフォルダーを変更していなければ、

「C:\FcApp\X-FIELD\Sample\座標」 

フォルダーに格納されています。 

7 

座標を確認して、［OK］をタップ 

します。 
7
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逆打ち観測 

器械点と後視点を設定し、打設点を選択・絞り込み・並べ替えして、打設を行います。 
 

3 
観測時の器械点、後視点を設定します。 
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器械点、後視点を設定する 
 

［逆打ち観測］をタップします。 1 
 

1 

2 

2 

器械点をタップします。 2 

4 



  

後視点をタップします。 3
 

 

3 

3 3 

4 

5 

器械高を入力します。 4 
 

目標高を入力します。 5 

［観測せずに次へ］をタップ

します。 
6 

6 

5 



  後方交会法での器械点、後視点の指定 

既知点を２点見通せる場所ならば、後方交会法によって新規の器械点を作成することができます。 

ここで「第１後視点」と設定した点が後視点となります。 

 

［後方交会法観測］をタップ 

します。 
1 
 

1 

3 

2 

4 

5 

新規作成する器械点の情報を 

入力します。 
2 

［次へ］をタップします。 3
 

第1後視点をタップします。 4

 第2後視点をタップします。 5
 

6 



  
 

第１後視点の欄をタップします。 6 

6 

7 

9 

8 
 

【観測データ】 

水平角： 0.0000 

鉛直角：90.0000 

斜距離： 9.611 

【観測データ】 

水平角：94.4618 

鉛直角：90.0000 

斜距離： 9.004 

 

10 

 

11 
13 

14 

15 

観測が終了すると

［観測］に「○」が

表示されます。 

［観測］をタップします。 7 

観測データを入力します。 8 

［OK］をタップします。 9 

第2後視点の欄をタップします。 9 10 

［観測］をタップします。 
 

11 

観測データを入力します。 
 

12 

［OK］をタップします。 
 

13 

12 

［完了］をタップします。 
 

14 

後方交会法で器械を設置した 

ときの誤差を確認して、［OK］を 

タップします。 
 

15 

7 



  

観測時の補正条件を設定します。 
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補正条件を設定する 
 

［補正条件設定］をタップ

します。 
1 
 

ＣＡＤ画面の測点（または任意の位置）をタップして、打設点を設定します。 
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打設点をＣＡＤから選択する 
 

測点をタップします。 1 
 

1 

3 

2
 

補正条件を設定します。 2 

［OK］をタップします。 3 

1 

1 

タップした測点が

入力されます。 

同様に打設点をすべて

タップして入力します。 

8 



  打設点を一覧から抽出する 

打設点を測点一覧から抽出することもできます。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［打設点一覧］の[詳細]を 

タップします。 
1 
 

［一覧より］をタップします。 2 

［全選択］をタップします。 3 

器械点「t1」は打設しないので 

チェックをタップしてオフに 

します。 

4 

後視点「bs1」も打設しないので 

チェックをタップしてオフに 

します。 

5 

［OK］をタップします。 6 

測点を確認して、［OK］を

タップします。 
7
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打設点を、距離や方向などで絞り込むことができます。 

ここでは、打設点を距離によって絞り込みます。 
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打設点を絞り込む 
 

［打設点一覧］の[詳細]を 

タップします。 
1 
 

1 

2 

4 

3 

［絞り込み］をタップします。 2 

絞り込みの条件を設定します。 3 

［OK］をタップします。 4 

打設点が絞り込まれます。 

10 



  

打設点を打設順に並べ替えておくと、打設時に［次測点へ］ボタンで順通りに打設することが可能です。 

ここでは距離で昇順に並べ替えます。 
 

 

3-5  
 

打設点を並べ替える 
 

［並べ替え］をタップします。 1 
 

1 

3 

2 

4 

並べ替えの条件を設定します。 2 

［OK］をタップします。 3 

打設点が並べ替えられます。 

［OK］をタップします。 4 

11 



  

測点データと TS（トータルステーション）の観測値から、打設点までの移動距離を算出して打設します。 

（観測前に後視点を視準して、TS を0セットしておいてください。） 
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打設する 
 

打設する点をタップして選択 

します。 
1 
 

1 

2 

3 

4 

5
 

6 

水平角と距離を参考にして、 

打設する位置にミラーをセット 

します。 

2
 

 

目標高を入力します。 3

 
 

TSでミラーを視準して［観測］ 

をタップします。 
4

 
 

観測データを入力します。 5
 

 ［OK］をタップします。 6

 
 

視準点と打設点の差が

表示されます。 7 

9 

8
 

画面に表示された差を参考に 

して、ミラーを移動します。 

再度TSでミラーを視準して、 

［観測］をタップします。 

7 
 

観測データを入力します。 8 

［OK］をタップします。 9 

三角ボタンをタップすると、図（簡易図・

詳細図）、視点（器械視点・ミラー視

点）を切り替えることができます。 

12 



  
 

10 同様に残りの打設点を観測

します。 

視準点と打設点の差が

表示されます。 

打設済みの測点には

［打］に「○」が表示され

ます。 

10
 

 

11 

11 打設点の観測を終了したら、

［確定］をタップします。 

13 



  
 作業データの保存 

作業データを保存します。万が一の場合に備えて、データはこまめに保存しましょう。 
 
 

4 
作業データを保存します。 
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作業データを保存する 

［コマンド］をタップします。 

 
1 
 

［保存・開く］を右へフリックして、 

［名前を付けて保存］を選択 

します。 

 

2
 

 

保存先を指定します。 3 

ファイル名を入力します。 4 

［保存］をタップします。 5 

1 

2 

5 

3 

4 

14 
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